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阿波遍路道を歩く

小
こ

出
いで

　満
みつる

（友の会会員）

【解説】「かも道」の丁石をめぐって

長
は せ

谷川
がわけん

賢二
じ

（博物館学芸員）

二十六丁石付近の遍路道（阿南市提供）

　昨年、世界の有力紙『ニューヨーク・タイムズ』
が発表した「今年絶対に行きたい世界 52 ヶ所」の
中に、日本で唯一「四国」が選ばれました。記事の
中で四国で体験できることのひとつとして「四国遍
路」が取り上げられており、地元でも官民挙げて世
界遺産登録に向けた取組が進んでいます。私も早

さっそく
速

四国最古の遍路道を辿
たど

ってみました。
　21 番札所太

たい
龍

りゅう
寺

じ
を目指し、上りは阿南市加茂町

から「かも道」、下りは「いわや道・平
びょう

等
どう

寺
じ

道」を経て、
同市阿

あ
瀬

せ
比

び
町に至る道程約 10 キロ、その一部が国

史跡に指定された歴史の道です。いずれの道も地元
ボランティアによって歩きやすく整備され、一人で
歩いても道に迷う心配はありません。
　静寂そのものの山中を、全身にフィトンチッド※

を浴び、黙々と歩きながら考えたのは、約 100 メー
トル間隔で建つ「丁

ちょう
石
せき

」のことです。大人なら一抱
えできる舟形のものから、高さ 1 メートルを超える
直方体のものまで様々です。風雪に耐え、数百年の
歴史を感じさせる路

ろ
傍
ぼう

のそれは、太龍寺まで昔の距
離単位である「丁」が刻まれ、歩き遍路に無言の励
ましとなっています。正直なところ、上り坂は少々
しんどいですが、丁石が「あと少しだ、頑張れ」と
元気を与えてくれます。
　それにしても、なぜこんなにたくさんの丁石が置
かれているのでしょうか？世界広しといえども、こ
のように短い距離で連続した道標は見聞きしたこと
がありません。まさにこれは、来る人を温かく迎え
入れる「おもてなし」の原点そのもののような気が

しました。
　誰かのために重い石材を山中まで担ぎ上げて建立
した、先人の心と労苦に脱帽していると、元気よく
後から私を追い越していったドイツ人グループ十数
人の顔には満足感があふれ、額には汗が光っていま
した。休み休み歩いて全行程 5 時間半、私の充実感
も「世界遺産」となった遍路道でした。
※フィトンチッド：樹木などが発散する化学物質。細菌などの微
生物を抑制する作用をもつ。

　四国八十八か所霊場を結ぶ遍路道のうち、国史跡
「阿波遍路道」の「鶴

かく
林
りん

寺
じ

道」（勝浦町生
い く な

名～鶴林寺）
と「かも道」（阿南市加茂町一

いっ
宿

しゅく
寺

じ
～太龍寺）は、

四国最古といわれる南北朝時代の丁石が立つ古道で
す。丁石とは、1 丁（約 109 ｍ）ごとに距離を示す
ために建てられた石製の標柱です。これらは、参詣
の活況を物語る資料ということができるので、南北
朝時代に鶴林寺や太龍寺に参詣する人が多数いたと
みてよいでしょう。
　「かも道」の丁石は、1967 年に 11 基が徳島県史
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○日　時　　10 月 31 日（土）
○場　所　　奈良県斑

いかるがちょう
鳩 町

○担　当　　大
おお

杉
すぎ

洋
よう

子
こ

・水
みず

野
の

和
かず

憲
のり

（友の会役員）、　
　　　　　　岡

おか
本
もと

治
はる

代
よ
（博物館学芸員）、鉄

てつ
谷
たに

雅
まさ

史
ふみ

（博
　　　　　　物館主任）
○参加者　　45 名
　爽

さわ
やかな秋空の下

もと
、コスモスの花と柿の実に彩ら

れた道を歩きながら、法
ほう

輪
りん

寺
じ

・三
み

井
い

瓦
かわら

窯
がま

跡
あと

・法
ほっ

起
き

寺
じ

・法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

などを巡りました。まさに「柿くへば
鐘が鳴るなり法隆寺」（正岡子規）でした。当日は、
法隆寺の近くにある、藤

ふじ
ノ

の
木

き
古

こ
墳
ふん

石室の特別公開期
間中で、こちらもあわせて見学することができると
いう幸運にも恵まれ、充実した研修となりました。
行事の円滑な運営にご協力いただき、心から感謝申
し上げます。

（鉄谷雅史：博物館主任）

友の会行事報告

奈良日帰り研修

三井瓦窯跡

跡として、1985 年に新発見の３基と一宿寺境内の
５基が阿南市史跡として、それぞれ指定されていま
す。刻まれている丁数は、太龍寺を起点として一宿
寺に向かって増えていきます。南北朝時代の丁石は
16 基現存しており、もっとも古く、しかも最多を
占めるのが、貞治４年（1365）銘のもので、13 基
あります。花

か
崗
こう

岩
がん

製の四角柱で、頭部は四角錐状に
整形されており、その下に二条線が刻まれています。
　中世の丁石として有名なものに、高野山の町石（高
野山ではこのように表記します）があります。13
世紀後半に建てられましたが、その理由は、参詣者
の増加と既存の道標である木製卒

そ
塔

と
婆

ば
の老朽化のた

めでした。「鶴林寺道」や「かも道」の丁石は、高
野山の町石を模したものという仮説がありますが、
今は真偽のほどは分かりません。阿

あ
波

わ
と紀

き
伊

い
との往

来のあり方を含めて検討する必要がありそうです。
　ところで、四国遍路の源流は、平安時代の聖

ひじり
とい

われる宗教者による「四国辺
へ

地
ち

」という海岸巡りの
修行にあります。鎌倉時代以降は、山伏の修行とし
て継承され、「四国辺

へ
路

ち
」といわれました。修行の

途中、空海ゆかりであったり、霊
れい

験
げん

が知られていた
りする霊場にも立ち寄ることがあったと思われま
す。鶴林寺や太龍寺は著名な霊場でしたから、山

やま
伏
ぶし

はもちろん、さまざまな人々の参詣が行われたので
しょう。辺地・辺路修行が八十八か所巡拝としての
四国遍路に転換し、定着するのは江戸時代です。こ
こに至るまでの過程で、札所群に包括された鶴林寺
や太龍寺の参詣道が遍路道に組み込まれたと考えら
れるのです。
　「かも道」の丁石は、それらが建てられた道とと
もに、貴重な歴史的遺産です。会員のみなさんも、
小出さんにならって歴史を楽しむ遍路道ウォーキン
グにチャレンジしてみませんか？

参考文献
五味文彦「阿波踊りから山野河海の活用史を考える」『UP』456、

2010 年
徳島県教育委員会編『「四国八十八箇所霊場と遍路道」調査報告

書 2　阿波遍路道　いわや道・かも道』徳島県教育委員会、
2011 年

徳島県立博物館編『空海の足音　四国へんろ展［徳島編］』四国
へんろ展徳島実行委員会、2014 年

●住
すみ

友
とも

セツ子
こ

さん
　秋晴れの大和路へ参加させていただき、楽しい一
日を過ごすことができました。念願の御

み
仏
ほとけ

「百
く だ ら

済観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

」に拝
はい

顔
がん

できたことは、この上ない喜びでし
た。斑鳩の里へ元気に出かけられたことに、心から
感謝申し上げます。
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法隆寺

法起寺

友の会行事報告

岡山・兵庫日帰り研修

○日　時　　11 月 28 日（土）
○場　所　　岡山県備前市・兵庫県赤穂市
○担　当　　松

ま つ か き ょ う こ
家京子（友の会役員）、長

は
谷

せ
川
がわ

賢
けん

二
じ
（博

　　　　　　物館学芸員）、鉄
てつ

谷
たに

雅
まさ

史
ふみ

（博物館主任）
○参加者　　32 名

　穏やかな小春日和の下
もと

、まずは岡山県備前市で、
紅葉に彩られた特別史跡「旧

きゅう
閑
しず

谷
たに

学
がっ

校
こう

」の校庭を歩
きながら、講堂や聖

せい
廟
びょう

などを見学した後、その隣に
ある登録有形文化財「閑谷学校資料館」を見学しま
した。江戸時代から明治、大正、昭和の時代を経て、
平成の今日に至るまでの教育史を学ぶよい機会とな
りました。
　続いて、岡山・兵庫県境を越えるとすぐに兵庫県
赤穂市です。毎年 12 月 14 日に赤穂義士祭が開催さ
れることもあってか、祭りを目前に控えたこの日、
赤穂浪士を祀る大石神社には、大勢の参拝客が訪れ
ていました。国史跡「赤穂城跡」の近くにある赤穂
市立歴史博物館で、赤穂の塩、赤穂の城と城下町、
赤穂義士、旧赤穂上水道について学んだ後、赤穂市
内を散策しました。

　（鉄谷雅史：博物館主任）

ボランティアガイドによる解説

●小
お

方
がた

惟
い

心
しん

さん
　この研修で、僕は様々な寺の瓦の模様が心に残り
ました。違う寺なのに瓦の模様が同じで、別の寺の
名前が書かれたものがありました。こんなにたくさ
んの種類があって、瓦は奥が深いと思いました。今
度は徳島県の寺の瓦も見たいです。

●小
お

方
がた

心
ここ

優
ね

さん
　奈良日帰り研修は、とても楽しかったです。特に
印象に残ったのは、法隆寺の五重塔です。こんな大
きな建物を、機械を使わずに人の手で造ったなんて、
昔の人はすごいなと思いました。　　　

●天
あ も う

羽祥
よし

仁
ひと

さん
　法隆寺の広さに驚きました。写真ではこの感覚は
わかりません。逆に仏像は傷みや埃

ほこり
があって、写真

の美しさとは違っていました。徳島県内で目にする
仏像とよく似た状態で、身近に思えました。実物を
間近に見ることの大切さを実感しました。以前お会
いした方とも一緒になり、楽しく充実した一日とな
りました。　　　　　　　　　　　　　　
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友の会行事報告

梅見ハイキング

○日　時　　2 月 27 日（土）
○場　所　　神山町阿

あ
野

の

○担　当　　伊
い

勢
せ

ひとみ・阿
あ

部
べ

末
まつ

美
み

（友の会役員）、
　　　　　　茨

いばらぎ
木　靖

やすし
（博物館学芸員）、

　　　　　　鉄
てつ

谷
たに

雅
まさ

史
ふみ

（博物館主任）
○協力者　　多

た
田

だ
清
きよ

文
ふみ

氏（二之宮八幡神社宮司）
○参加者　　9 名

講堂を背景に記念撮影

聖廟の見学 多田宮司からの講話

講堂の見学

●大
おお

杉
すぎ

洋
よう

子
こ

さん
　岡山藩主の池

いけ
田

だ
光
みつ

政
まさ

公によって設立され、世界最
古の庶民学校といわれている、旧閑谷学校を訪れま
した。池田氏と蜂

はち
須

す
賀

か
氏は深い縁があり、徳島市

八万町中津浦の雲
うん

水
すい

庵
あん

跡
あと

に、池田恒
つね

興
おき

と蜂須賀家
いえ

政
まさ

の子孫で、徳島藩家老を務めた池田氏歴代の墓碑
が、大きな五

ご
輪
りん

塔
とう

として現在も遺
のこ

されています。平
成 20 年度に文化庁芸術拠点形成事業「八万町の昔
を探ろう」を実施してからは、地域の方々によって
付近が整備されています。

●小
お

方
がた

惟
い

心
しん

さん
　今回の行事で、旧閑谷学校、そして赤穂の歴史や
秘密をもっと知りたくなりました。旧閑谷学校では、
誰がつくったか、つくるのにどれくらいの時間がか
かったかわかりました。赤穂では、義士が討ち入り
するきっかけ、赤穂城跡の様子、塩のつくり方がわ
かりました。

●小
お

方
がた

心
ここ

優
ね

さん
　今回は、旧閑谷学校や赤穂城跡に初めて行って、
すごくいろいろなことを勉強することができまし
た。旧閑谷学校では、瓦の模様などをよく観察する
ことができて、瓦には他にどんな模様があるのかを
調べてみたくなりました。３年後ぐらいの紅葉した
ときにまた行きたいです。
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阿川小学校を背景に記念撮影

　当日の天候は温暖で、春の穏やかな風景が私たち
を迎えてくれました。阿川小学校に集合した後、二
之宮八幡神社で多田宮司から、神社の歴史と参拝の
方法についてお話しいただきました。その後、茨木
学芸員による解説を交えながら、阿川梅の里を散策
しました。参加者の皆さんはいずれも健脚で、梅の
里を見下ろす日

ひ
浦
うら

地区や、石風呂のある代
よ

次
つぎ

地区ま
で足を伸ばしました。最後に阿川小学校で撮影した
写真は、まるで卒業式のような光景でした。
　　　　　　　　　　　　（鉄谷雅史：博物館主任）

散策しながらの植物観察

茨木学芸員による解説

●築
つき

地
ぢ

堅
けん

一
いち

郎
ろう

さん
　ほぼ満開の花を、様々な場所で見ることができ、
梅見を満喫しました。特に、山の上から見る一面の
梅林は絶景でした。鶯

おう
宿

しゅく
梅
ばい

以外に南
なん

高
こう

も多く植え
られていることや、受粉樹が必要なことを初めて知
りました。坂道のウォーキングはややきつく、もう
少し距離を短くしてもよいように感じました。お世
話をしてくださった皆様に感謝します。

報　告
平成 28年度総会

　平成 28 年度友の会総会が、4 月 10 日（日）午後
2 時 30 分より、博物館講座室にて開催されました。
27 年度の事業報告・決算報告並びに 28 年度の事業
計画案・予算案について審議が行われ、承認されま
した。その後、場所を 1 階部門展示室に移し、担当
の小川誠学芸員による部門展示「みんなで調べた西
日本のタンポポ」の展示解説を行いました。
　今年度は、県外行事を 3 回計画しました。その他
にも楽しい行事がたくさんありますので、奮ってご
参加ください。
1．平成 28 年度友の会行事

（１）化石を探そう（終了）
　  実施日：4 月 23 日（土）
　  場　所：兵庫県南あわじ市

（２）ミカドアゲハとオガタマノキの観察会（終了）
　  実施日：5 月 14 日（土）
　  場　所：美波町明丸海岸

（３）虫送りを見に行こう
　  実施日：7 月 20 日（水）
　  場　所：阿南市長生町

（４）磯や干潟の観察会（フェリーとバスの日帰りツアー）
　  実施日：10 月 15 日（土）
　  場　所：和歌山県海南市

（５）中世城館めぐり
　  実施日：10 月～ 12 月
　  場　所：徳島県内の城館跡
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（６）舞中島見学
　  実施日：11 月～ 12 月
　  場　所：美馬市脇町

（７）京都・宇治日帰り研修
　  実施日：11 月～ 12 月
　  場　所：京都市・宇治市

（８）土柱の見学
　  実施日：2 月～ 3 月
　  場　所：阿波市阿波町
　実施日や場所については変更することがあります。会
員の皆様には開催前に詳しくご案内させていただきます
ので、ご確認をよろしくお願いいたします。
2．広報活動
　博物館広報印刷物（月別催し物案内、企画展チラ
シ、博物館ニュース、文化の森から等）を提供します。
3．図録の販売 

（１）企画展図録「徳島藩絵師のすがお―伝えられた
絵手本や写しから―」を販売します。 

（２）企画展図録「遙かなるマチュピチュ」を販売し
ます。
4．友の会会報の原稿募集及び発行・配布
　会報「アワーミュージアム」№ 58･59 を発行・配
布します。
5．会員募集

（１）博物館企画展チラシに会員募集の広告を掲載し
ます。

（２）友の会活動をわかりやすく紹介した案内チラシ
を配布します。
6．友の会グッズの販売
　クリアファイル 2 種（ルイスハンミョウ、鶏蒔絵
印籠）を販売します。
7．平成 28 年度友の会役員
会長：鳥居　喬
副会長：大杉洋子・行成正昭・湯浅利彦（館長）
幹事：徳野壽治・中村由香・松家京子
監査：石尾和仁・水野和憲
事務局長：久米みどり（副館長）
事務局員：真鍋憲人（課長補佐）・鉄谷雅史（係長）・
　　中尾賢一（上席学芸員）・岡本治代（主任学芸員）

笠井新也と鳥居龍蔵
湯

ゆ
浅
あさ

利
とし

彦
ひこ

（博物館・鳥居龍蔵記念博物館　館長）

　みなさん初めまして、4 月に館長に就任いたしま
した、湯浅利彦と申します。どうかよろしくお願い
申し上げます。
　もともと高校教員で、このたびも小松島高校か
ら異動してきたのですが、博物館とは 30 年近いお
付き合いがあり、様々教えていただいたり、協力
をお願いしてきました。というのも、私は文化課（文
化財課、教育文化政策課、今は教育文化課）や埋
蔵文化財センターに勤める機会が多く、文化財保
護の仕事に通算 22 年間携わってきましたので、ほ
んとうに様々な場面で学芸員の皆さんや館にお世
話になってきたのです。自分の職場になる機会は
ないと思っていましたので驚きましたが、私がお
世話になって
き た よ う に、
研究機関であ
り、より多く
の人が楽しく
学べる場とし
ての博物館の
発展に寄与で
きるようしっ
かり努力して
参りたいと思
います。
　さて、現在博物館部門展示で笠井新也 (1884 ～
1956) がとりあげられています。脇町出身で日本の
考古学・古代史と、徳島の伝説集成に大きな業績を
残し、特に邪馬台国については現在も評価される重
要な指摘をいくつも行った人です。國學院卒業後、
徳島県立高等女学校（現城東高校）に５年間勤め、
この頃から中央の『考古学雑誌』『人類学雑誌』な

新スタッフより
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どに研究論文の投稿を始めています。長野県上田中
学校・大阪府池田師範学校を経て、1916（大正 5）
年 5 月には東京帝国大学人類学教室の聴講生とな
り、32 歳の笠井は、46 歳の鳥居龍蔵のもとで学ん
でいます。翌年帰郷し、県立脇町中学校 ( 現脇町高校 )
教諭・教頭として 20 年勤めました。学校勤務と精
力的な論文執筆の傍ら、1921 年には徳島県史蹟名
勝天然記念物調査会委員（現在の文化財保護審議会
委員に近い存在）に任命され、文化財保護にも大き
な役割を果たしています。
　1922（大正 11）年、東京帝国大学助教授となっ
た 52 歳の鳥居龍蔵は、3 月末にさながら凱旋の如
く帰郷していますが、出迎えたのは、笠井をはじめ
井上達三 (55 歳 )・前田正一 (34 歳 )・森敬介 (34 歳 )
ら鳥居を慕うメンバーです。一行は県内の遺跡を巡
検し、脇町では笠井宅に宿泊しています。4 月 2 日
には新町小学校を会場に、笠井が｢石器時代概論｣を、
鳥居は ｢有史以前の阿波｣ を講演し、会場では考古
遺物の展示も行われました。夜は知事・経済界・新
聞社などの歓迎会があり、その翌日最後の巡検地が
城山で、この時貝塚を発見したのです。4 日夜には
鳥居はいったん帰京し、19 日に市の依頼で再来徳、
5 月 5 日まで徳島県内初の本格的発掘調査に従事し
ました。現地では井上・森・前田が 1 ～ 3 号貝塚
をそれぞれ担当し、5 月末まで調査しました。
　笠井は鳥居帰京後に山頂で 5 号貝塚を発見、また
鳥居の再来徳後は、史蹟名勝天然記念物調査会委員
として発掘に立ち会っています。その経緯を「城山
貝塚発掘記」として鳥居の再来徳の期間を日誌風に
まとめています ( 展示あり )。日記はメモを後年浄
書されたものとみられます。冷静な筆致は鳥居の
｢ドルメン｣ や ｢ストーンサークル｣ といった概念
を出土状況に当てはめようとする発想に疑問を呈
し、鳥居の言説を鵜呑みにする森敬介にも厳しい表
現をしています。また、この年の 7 月に刊行された

『阿波名勝』第 2 号は城山貝塚特集ですが、笠井は
｢阿波国貝塚概説｣ を執筆し、県内の貝塚の中に客
観的に位置づけています。
　鳥居は石器時代の「アイヌ」が使用していたと考
えていた縄文土器が城山貝塚から出土したことを意
外な結果と受け止めています（新町小学校の講演録

の新聞掲載を中止しています )。その後は当時の『人
類学雑誌』に城山貝塚報告書の広告を何度も出しな
がら、刊行されないままで、『教育画報』という鳥
居にとって一度きりの雑誌に貝塚の概要を掲載した
だけでした。笠井は鳥居死後の昭和 28 年 5 月、城
山貝塚調査者で唯一存命であった前田正一を訪ね、
その雑誌の存在を知ったとメモがあります。そのメ
モには、鳥居博士の銅像もよいけれど、報告書刊行
が学者の義務であるので、先生の遺志として編集刊
行すべき、とも書かれています。
　なんとも微妙な人間関係ですが、広く大きな視点
から遺跡を捉え、位置づけていこうとする鳥居龍蔵
と、ひとつひとつ客観的に事実を捉え、積み上げて
考えようとする笠井新也の研究姿勢の違いが、この
人間関係をかたちづくっているように思えてなりま
せん。
　＊敬称は省略させていただきました。

保存科学の仕事
植
うえ

地
ぢ

岳
たけ

彦
ひこ

（博物館　社会教育主事〈駐在〉）

　平成 28 年 4 月より徳島県立博物館で勤務してい
る植地岳彦です。私は文化財の保存科学が専門で、
前職では発掘調査で出土した遺物に対し、考古学
とは異なる方法を使って材質や構造の調査をした
り、出土遺物がそれ以上壊れないような保存処理を
中心とした業務
に携わってきま
した。博物館で
の 私 の 業 務 も、
この保存科学分
野と考古分野が
主となっていま
す。今回は、出
土直後の考古資
料の状態と、保
存処理の基本を
紹介します。
　出土した考古資料といえば、土器や石器のほか、
銅鐸や木簡などが思い浮かびます。発掘調査で出土
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ということは、それまでに長い時間、徳島なら古い
ものなら 2 万年間以上、比較的新しい江戸時代のも
のでも 150 年間以上も地中に埋まっていたことにな
ります。形を失ったものも無数にあったのでしょう
けど、形状を保ちながら何百年・何千年も埋まって
いた資料にとっては、地中が長期保存に適した環境
だったといえます。
　それが出土した途端、地中になかった光、気温や
湿度の急激な変動、大気中に含まれるホコリ、周囲
の生物など、資料が劣化する原因に取り囲まれるこ
とになるのです。また、ベッドのように資料全体を
均等な力で支えていた「土」がなくなり、資料を支
える負荷が一部に集中して、折れるといた危険性も
高くなります。資料は、安定していた地中から不安
定な地上へと移動したことで、急激な環境の変化に
さらされ、劣化や破損がこれまでにないスピードで
進行していくのです。
　金属製品ではサビが発生・進行し、形状の変化を
もたらしたり、ヒビや割れによる脆弱化や破損につ
ながったり、ひどい場合ではボロボロと崩れる場合
もあります。木製品であれば、形は残っていても、
木材が持つ強さやしなやかさを失い、大量の水分を
中に含んで重量も増加しています。含まれている水
分を乾燥させると重量は軽くなるのですが、乾燥す
るときの収縮の力に対して、木製品が自らの形を維
持しようとする強さが足りず、縮んでしまう、最悪
の場合は粉々になってしまうこともあります。
　このように、壊れたりもろくなってしまった考古
資料を、保存処理したり、出土時の姿に修復したり
するのが保存科学の役割です。
　保存処理や修復を実施する前には、材質、構造、
破損・劣化の程度など、事前調査が必要となります。
実体顕微鏡等を使った拡大観察、エックス線による

内部構造調査、赤外線によるススに覆われた資料表
面の調査、測定機器を用いた材質調査などで考古学
的な情報を得るだけでなく、資料の劣化状態を把握
し、適した保存処理や修復の方法を検討します。
　鉄製品であれば、サビを進行させる水から徹底的
に遠ざけるとともに、脱塩処理（サビの原因である
塩化物を取り除く処理）をした後、合成樹脂を内部
にしみこませて固化・強化し、表面も合成樹脂でコー
ティングして水や空気と直接接触しないようにしま
す。処理後は、湿度低めに調整した収蔵庫で保管し
ます。
　木製品であれば、内部に含まれている不純物を除
去、水分は修復材料と入れ替えて固化し、乾燥と収
縮に耐えられるよう強化します。処理後は、湿度を
金属製品より高めに調整した収蔵庫で保管します。
また、鉄製品、木製品どちらも、展示する時には温
湿度や光の強さなど、様々な制約を設け、劣化が進
まないような工夫をしています。
　なお、保存処理に用いる補強剤などの材料は、将
来よりよい処理法が開発された場合に再度の処理が
可能なように、取り除くことができるものを使用し
ます。
　ただ、いくら保存処理を行っても、残念ながら完
全に劣化や破損を止めることはできません。できる
だけ長い時間、今の状態を維持するためには、資料
の状態を定期的に確認し、突然発生する問題を初期
段階で対処していくことが大切です。それも保存科
学の役割といえます。
　考古資料や文化財を守り伝えていくには、継続し
て関わっていくことが重要で、私は保存科学の分野
で関わって、資料保存を支えていきたいと考えてい
ます。また、博物館を利用し資料を愛する皆様の力
をお借りできればとも考えています。どうぞよろし
くお願いします。

『アワーミュージアム』への
投稿のお願い

　アワーミュージアムへの投稿原稿を募集しています。
身近なおもしろいネタ、旅行に行って発見したこと、

博物館や展覧会等の見学記などなんでも結構ですので、

お気軽にお寄せください。


